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雑 報

◇ 本号は，本年4月1日付をもって香川大学経済学部を退官された三浦和夫先生の

記念号である。先生は，昭和35年より本学に就任され， 33年にわたり本学のために

尽力されてこられた。殊に，本学経済学部において，財務管理論，管理会計論，経

営比較論，経営分析論，ィンドネシア留学生特別課程・商業（日本語）の講義を担

当され，本学の研究教育に多大の功績を残された。

先生の今後も変わらぬ御健康と御活躍を心からお祈りしたい。

◇ 定例研究会（経済研究所主催）

開催日： 7月7日

報告者：：山崎 怜

テーマ．：安価な政府をめぐって

◇ 近経研究会

開催日：： 7月22日

報告者、，正岡 利朗（高松短期大学）

テーマ： Impact Studies of Infrastructures on the Regional Econmies 

◇ 資本論研究会

開催日：， 6月2日

報告者：：西山一郎

テーマ‘：高知県下の市町村の予算編成過程

-1992年の調査

◇ 会計研究会

開催日： 6月2日

報告者：堀井信暢

テーマ；経営管理制度としてのZBBについて
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◇ 下記の所員が海外渡航された

井原健雄所員

目 的：太平洋地域科学会議(PRSCO)への参加と同会議での論文発表

および国際地域学会(RSAI)の理事会に出席するため

渡航先：カナダ

期間： 5 . 7 . 9 ~ 5 . 7 .18 

徳岡一幸所員

目 的：太平洋地域科学会議(PRSCO)への参加と論文発表

渡航先：カナダ

期間::5 . 7 10~ 5 . 7 16 

香川大学経済論叢第65巻第 4号の訂正について（お願い）

492 

恐れ入りますが，先般お届けしました香川大学経済論叢第65巻第4号の「英語の読

解能力と筆記能力の関係について」に一部訂正がありましたので，お手数をおかけし

ますが，下記のとおりよろしくお願いします。

誤

52頁 14行目 Waters,1988, 1980 

63頁 7・9行目スペリング認知テスト

64頁 2行目 正答率を帰属変数とし

3行目 独立変数とした (2X 

6行目 R+S-, R+S+ 

記

正

Waters, 1988, 1990 

スペリング認識テスト

正答率について

変数とし分析した（テストの

種類は被験者内要因で2X

R+S-, R-S+ 




